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は じ め に
平 成 5 年度 よ り カリ キ ュ ラ ム が変更 と な り， 医学
部 5 年次学生 の 外 来 ポ リ ク リ 実 習が中 止と な っ た 。
例年 であ れば 4 年次後期 の 1 月 に は 診断学実 習が行
われ， 5 年次 4 月 か ら 外来 ポ リ ク リ が実施 さ れて い
た の に 対し ， 平成 5 年 では 夏休み あ けの 9 月 が診断
学 実 習 期 間 ， 1 0月よ り EST 開始に 変更と な っ た わ
け であ る 。 こ の よう な カリ キ ュ ラ ム 変更に あ た り ，
内科系 3 講座 と 和漢診療部が合意 し て い た の は， ①
5 年 次 EST 開 始 直 前 に 診断学実習 を 行 う ， ②小 グ
ルー プ診察実習 の 際， 各教 官の指導内容の カ。イ ド ラ
イ ン と し て ， かつ， 学生の参 考にも 供す る た め に 実
習 マ ニ ュ ア ル を 作成す る ， と い う こ と であ っ た 。
こ の方針に基づ き 各科か ら 推薦 さ れ た マ ニ ュ ア ル
作成委員 の協 力 に よ っ て ， ポ ケ ッ ト 版の 内科診断学
実 習 マ ニ ュ ア ルが 実習 直前の 8 月 末に 完成 し た 。
ま た 診断学実習 ス ケ ジ ュ ール に つ い て ， 1 0月 か ら
の EST 開 始 直 前 の 2 週間 を 設定 し ， 内容が検討 さ
れ た （ 表 1 ） 。 ス ケ ジ ュ ー ルの 基本構成 は 臨床 講義
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表 1 5 年次 内科系診断学実習予定表 （ 平 成 5 . 9 . 28-1 0  . 8 ) 
28（火） 29（水） 30（水）
身体所見のとり方（ 1 ) 身体所見のとり方（ 2) 身体所見のとり方（ 3 ) 
診断学総論（小林教授） 呼吸器系の診察 心臓に関する診察
(l内水島） (2内麻野井）
Small group実習
POS 解 説(1内高田良） POMR記載の実際（ 1 ) 
診察はしない。
研修医， もしくは指導
教官が模擬患者となり，
病歴聴取からproblem
list, initial plan作成
まで指導する。
5 （火） 6 （水） 7 （木）
身体所見のとり方（ 4) 身体所見のとり方（ 5) 
文献調査法（渡辺教授）
腹部の診察（3内樋口） 神経学的所見（2内高山紛
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「腹部所見」 「神経学的所見」 POMR記載の実際（ 2) 
適当な入院患者の協力
を得て診察も行う。
病歴聴取problem list, 
initial planまで作成
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1 （金）
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「小児の診察に際してJ
（小西助教授）
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考慮すべきこと」
スライドでみる皮膚症状
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おいて）
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（ 月曜） の な い 火曜か ら 金 曜の 午後 の 時 間 を 使用 し ，
午後の前半は 診断学の ア ウ ト ラ イン の 講義 と ， 後半
は 小 グルー プ に 分か れ て の 診 察実 習 か ら 成 っ て い る 。
この よ う に し て カリ キ ュ ラ ム 変更後最初の 内科診断
学実習が実施 さ れ た わ け であ る が， 私 は マニ ュ ア ル
編集， 診断学実習 ス ケ ジ ュ ー ル立案 を 担当 し た 経 緯
よ り ， これ ら の こと が ど の よ う に 教 官， 学生に 評価
き れて い る のか を 知 る 目 的 で， 実 習 担当 教 官及 び 学
生 に ア ン ケー ト 調査を 行 っ た 。 そ の結果 を 報告す る 。
対 象 と 方 法
対象 ： 内科診断学実習 を 担 当し た 内科系 3 講座 と 和
漢診療部教 官41名 ， お よ び 5 年次学生96名 を 対象 と
し た 。 回 答様式は 選 択式 と コ メ ン ト 記述式の混合形
式 と し ， 有 回 答 の み に つ い て 集計 を 行 っ た 。
ア ン ケー ト の 内容
1 . 内科診断 学実 習 ス ケ ジ ュ ー ルに 関 し て 。
・実習 期 間 の 適切性。
・小 ク。ルーフ。での学生 同 士の 診 察実習。
• POS (Problem Oriented System ） に よ る 臨床
録の作成。
·role play （ 教 官が患者） に よ る 病 歴聴取， 実際
の患者に 対す る 病 歴聴取 と 診 察実習。
2 . 内科診断学実習マニ ュ ア ル に つ い て 。
・活用 度 0
・有用性
・今後の改 訂継続の可否に つ い て 。
3 . そ の他 0
・診断学教育 ビ デオ の 活用 に つ い て 。
・臨床実習 開始時期 に 関す る 学生の意見。
結 果
内科系各科 と 学生への ア ン ケ ー ト 依頼に 対し 回 収
で き た の は 教官31 (76% ） ， 学生56 (58% ） であ っ た 。
1 .  診断学実 習ス ケ ジ ュ ー ルに 関 し て， 2 週間 の 実
習期 聞 は 教 官の57%が適 当と し て い る の に 対し ， 学
生 の 66%が短 い と し て い る （ 表 2 ） 。 診断学実 習 は 学
生に と っ て は い わ ば未知 の分野， 臨床 に 足 を 踏み 入
れ る 最初 の ス テ ップ で あ る の に 対し ， 教 官に と っ て
は 期 間が長 い と 負 担が大 き い側 面が あ る 。 し か し ，
教 官で も 33%が短 い と し て い る 点 は 注 目 に 値す る 。
他方， 外 来 ポ リ ク リ 中 止 に な っ て 今 回 が最初の 診
断学実習 であ る が， この実 習 に 対す る 学生の評価 を
表 3 に 示す 。 実習全体 と し て は 良 （ 理解 で き た ） と
す る 学生が6 0% を 占 め た が， 4 人 に 1 人 （ 25% ） は 教
官に よ る 指導 の 食 い違 い を 指 摘し て お り ， 学生に 誤
解 き れ な い 指導が必要 で、あ ろ う 。 実 習 期 間 中 ， 午後
の 後半 は 小 グルー プ。に 分か れ て の 実 習指導であ っ た
が， 学生の評価 は 実習不十分， 診 察は 不安 と す る 者
が59 % を 占 め， これが， 2 週間 の 実 習 で は 短 い （ 66
% ） と い う 意見 に つ な が っ た の であ ろ う 。
次 に POS に よ る 臨床 記録 （ POMR ) の 作成 に つ
表 2 平成 5 年度 内 科診断学 の期 間 （ 2 週間 ） に つ いて
回 答／総数 （ % ） 学 生 回 答／ 総数 （ % ）
17/3 0(57 )  適 当 12/56 (21 ) 
3 /3 0(1 0) 可 6 /56 (1 1 )  
1 0/ 3 0(33)  短 し、 37/56 (66) 
そ の 他 1 /56 (2 ) 
教 官
適 当
長 い
短 い
表 3 実 習 内容に 関す る 学生の評価
回 答／総数 （ % ）実習 カリ キ ュ ラ ム 全体に つ い て の評価
良 （ 理解 で き た ）
不可（理解 で き な か っ た ）
教 官に よ る く い ち がい
28/ 47 ( 6 0) 
7 / 47 (1 5 )  
12/ 47 (25 ) 
小 グルー プ実習 に
関 す る評価
実習がで き 理解 で き た
実習不十分， 診 察は 不安
そ の他
回 答／総数 （ % ）
22/56 (39 )  
33/56 (59 ) 
1 /56 ( 2 )  
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表 4 POS に よ る 臨床記録の作成
1 . role play （ 教 官が患者 ） に よ る 病 歴聴取
教 官 コ メ ン ト
・医学用語 を 含め診断学 を 学習 し た 上でや ら せ る べ き だ 0
． 以前 の ポ リ ク リ での経 験回数に 比べ る と す く な す ぎ る 。
・ 模擬患者の実習 そ の も の に 困難 を 感 じ た 。 指針が欲 し い 。
・患者への 面接技法の教育 ・ ト レー ニ ン グが な い ま ま に 実習 さ
せ る の は 無理だ 。
－ 教 官の 聞 に も POS への理解 に 差があ る
い て （ 表 4 ） であ る が， ま ず教 官が患者の役割 を 果 た
す role play で の 病 歴聴取では， 適切 と 答 え た 学生
( 65% ） よ り も 29% ま での学生が不可 と 答 え て い る こ
と に 目 を 向 け る べ き であ ろ う 。 ま た ， 実 習 の総 ま と
め と し て， 第 2 週 目 に 実際に 患者 き ん の協 力 を 得 て
病 歴聴取， 診 察実 習 を 行っ た （POMR 記載の実際（2))
が， 教 官が患者 き ん を 紹 介 し て く れ な か っ た の で実
習が全 く 出 来 な か っ た と い う 回 答が 6 %含 ま れて い
た の は 残念 な こ と であ る 。
2 . 内科診断学実習 マニ ュ ア ル に 関す る 結果 （ 表 5 ） 。
実習前に マニュア ルの 内容確認 し た の は 97% と ， 教
官の大 多数， 学生 も 教科書の み （ 31 % ） ， 教科書 ・ マ
ニ ュ ア ル共 目 を 通し た の は63% と ， 望 ま し い結果で
あ っ た 。 実習現場でのマニ ュ ア ルの使用， 不使用 は
別 と し て ， 教 官 ・ 学生共 9 割以上がマニ ュ ア ル に 盛
ら れて い た 内容 を 教授 し た ， あ る い は 指導 さ れ た と
学生評価 ：回 答／総数 （ % ）
適 切
不 可
そ の他
31/ 48 (65 )  
14/48 ( 29 )  
3 / 4 8 (  6 )  
2 . 実際の患者に 対す る 病 歴聴取 ・ 診 察実 習
学生評価 ： 回 答／総数 （ % ）教 官 コ メ ン ト
・教科書か ら い き な り 患 者 さ んへ は ギ ャ ップが大 き す ぎ る 0
． 基本 的 に 患 者 に 接す る 実習 回数が少 な い 。
十分に で き た
不十分
全 く で き な か っ た
31/48(65 )  
14/48 (29 )  
3 / 48( 6 )  
表 5 診断学実習マニ ュ ア ルに 関 し て
内 合Hヲ 教 官 回 答／総数 （ % ） 巴寸2一． 生 回 答／総数 （ % ）
教科書＋ マ ニ ュ ア ル 32/51 ( 63 )  
実習前の 内 容 有 29/30 ( 97 )  教科書のみ 16/ 5 1 ( 31 ) 
確 壬防刃也、 無 1 / 30 (  3 )  マ ニ ュ ア ルの み 1 /5 1 ( 2 )  
実習時講義 の み 2 /5 1 ( 4 )  
内 容に 沿 っ て 10/30 (33 )  マニ ュ ア ル使用 32/ 5 1 ( 63 )  
マ ニ ュ ア ルの 必要事項 は教 え た 19/30 (64 )  マ ニ ュ ア ル不使用， 内 容 あ り 16/5 1 ( 3 1 )  
活用 に つ い て そ の他 1 / 30 (  3 )  マ ニ ュ ア ル不使用， 内 容不 足 1 /51 ( 2 )  
そ の他 2 /5 1 ( 4 )  
有用 25/29 (86 ) 有用 46/51 (90)  
有 用 ’性 可 3 / 29 ( 10 )  可 5 /51 ( 10 )  
不必要 1 / 29 (  4 )  不必要 0 ( 0 ) 
賛 成 17/29 ( 59 )  賛 成 37/56(66)  
今 後 の 改 訂 条件っ き 賛成 9 /29 ( 31 ) 条件っ き 賛成 19/56 ( 34 )  
継続に つ い て
反 対 3 / 29 ( 10 )  反 対 0 ( 0 ) 
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答 え て お り ， 指導 内容の統ー と い う 点 では 大変役立
っ た と 考 え ら れ る 。
ま た ， マ ニ ュ ア ルの有用性に つ い て は 教官， 学生
共 9 割前後が有用 と し て い る 。 今 後 の 改訂継続に つ
い て 反対意見は 学生 に な か っ た が， 10% の教官が反
対 し た 。
3 . 平 成 5 年度の診断学実習が短 期 間 で効率が上が
る よ う に ， 市販の診断学教育 ビ デ オ を 購入 し ， 学生，
教官が利用 で き る よ う に 準備 し た 。 こ の ビ デ オ の っ
ち， 全巻（28% ） ， 担 当部分のみ （55% ） 見 た 教官が合
わ せ て 83% と よ く 活用 き れ て い た 。 他方， 臨床実習
開始時期 に 関す る 学生の意見 と し て は ， 5 年次 4 月
か ら 8 月 の臨床実習 の な い期 間 を 短 く し ， 早 〈 臨床
実 習 を 開始 し て ほ し い と い う 意見が63% を 占 め た 。
考 察
カ リ キ ュ ラ ム 変 更後最初の実習 と な る 平 成 5 年度
の 内科診断学を ど の よ う な 形 で実施す る か， 内科系
各教授， 助教授に よ っ て 実 習 の l 年近 く 前 に 検討 さ
れ た 。 そ の合意点 は ， 出 来 る だ け 実習 を 効率 よ く 実
り の あ る も の と し 短期 間 で済む よ う に す る 。 理解 し
やす さ と 印 象深 い 点 で， 視聴覚教材 （ ビ デオ， 録音
テ ー プ ） を 積極的 に 活用 す る 。 学生の勉強 に 便 利 な
よ う に ， ま た 教官の実習指導上の 方、 イ ド ラ イ ン と し
て ， 実習マニ ュ ア ル を 作成す る 。 実 習 時期 は 診察実
習 を 忘れ な い う ち に BST に 移れ る よ う ， BST 開始
直前に 設定す る こ と であ っ た 。
2 週間の実習 （ 表 1 ） に 盛 り 込 も う と し た こ と は①
診断学総論， ②POS に 基づい た カ ルテ 記載 （ POMR )
の説明 と 実習， ③診察法の習得 （ 講義 と 小 グルー プ
実習 ） ④内科関連 と し て 小 児科 と 皮膚科への視点で
あ る 。 こ の う ち ， POMR 記載の実 際 （ 1） は モ デル的
症例 を も と に ， 研修医， も し く は 教官が患 者 を 演ず
る role play を 行 う こ と と し た 。 こ れは 全 く 臨床経
験がな く ， 診察の仕方 も 知 ら な い 学生 に 患 者 を 見せ
る こ と は ， 人道的に も 問題があ る か ら であ る 。 こ の
role play に 対 す る 学 生 の 評価 は 必ず し も 悪 く は な
か っ た （ 表 4 - 1 ） 。 し か Lrole play そ の も の に つ
い て 教官 自 身が不慣 れ な 点 も あ り ， ア ン ケー ト に 記
載 さ れ た 教官の コ メ ン ト の そ れ ぞれが全て核心 を 突
い た 貴重 な 意見であ る 。 次年度に 向 け て検討 と 周 到
nhu 唱gA
な 準備が必要 と 考 え ら れ る 。
診察実習 を 一通 り 終 わ っ た 時点 で， 患 者 さ ん の 了
解 と 協 力 を 得て POMR 記載の実際 （2） を 行 っ た 。 こ
こ では 病 歴聴取か ら 診察 ま で実際に 行 っ た が， role
play を何 回 も 経験 し た 上で実際 の 患 者 さ ん に 当 た っ
た 方 が よ り 効率的 であ ろ う 。
以上の こ と を 盛 り 込 も っ と し た 2 週 間 であ る が，
学生に と っ て は 短 ＜ ( 66% ） ， 教官 も 33%が短 い と 答
え て い る 。 こ れ は BST 開 始 時 点 で， 診断学に お け
る 学生 の到達点 を ど の レ ベルに 設定す る か に よ っ て
評価 は 異な る と 考 え ら れ る 。 診断学実習が， 33% の
教官が短 い と 考 え る よ つ な タ イ ト な ス ケ ジ ュ ー ルで
あ る こ と を 理解 し て ， BST に お い て も 実習 に 継続
し た 学生指導がな さ れ る な ら ば 2 週 間 で も 十分で、 あ
ろ う 。 し か し ， BST 開始時の学生 の 到達点 を “一応
の 形 が で き て い る ” レ ベル を 要求す る な ら ば， 2 週
間 の 実 習 期 間 は 絶対 的 に 短 く ， role play の積み重
ねや以前の 外 来 ポ リ ク リ 同様の患者診察の機会が十
分 に 与 え ら れ な け れば な ら な い 。
ま た ， 診断学実習 の 時期 は 学生 が早 〈 開始す る こ
と を 希望 （ 63% ） し て い る 通 り ， 5 年 次夏休み に 病 院
研修 に 行 く 学生 の い る こ と も 考慮 し ， 少 な く と も 夏
休み前 に 設定 さ れ る こ と が望 ま し い 。
内 科診断学実習 マ ニ ュ ア ルは ， 表 6 に 示 す 内容で
完成 し た 。 こ の マ ニ ュ アル の 第 1 回作成委員 会 は 各
科教授 よ り 推薦 さ れ た マ ニ ュ ア ル作成委員 に よ っ て
平成 5 年 3 月 30 日 に 聞か れ た が， そ の 際マニ ュ ア ル
表 6 内科診断学実習 マニ ュ ア ル内容
I 診療録記載法
POS 活用 の 手 引 き ( 1 内 高 田 良 久 ）
II 1 . 全身状態 の 診察の進め方
( 3 内
( 1 内
( 2 内
( 3 内
( 2 内
村嶋 誠 ）
水島 豊 ）
麻野井英 次 ）
樋 口 清博 ）
高嶋修太郎）
2 . 胸部の診か た
3 循環器領域の診察
4 . 腹部の診察
5 . 神経系の診察
III 付録資料集 ( 1 内 大角 誠 治 ）
1 . 富 山 医科薬科大学附属病 院検査基準値
2 .基本医学用 語
3 . そ の 他資料
漢方方剤の応用 （ 和 漢 嶋 田 豊 ）
カ リ キ ュ ラ ム 変更後の新 し い 内科診断学実習教育
作成 に 関 し て 慎重 な 意見 が 出 き れ た 。
し か し ， 今 回 の ア ン ケ ー ト 結果 を み る と ， 教官の
97%が実習 前 に 内容 を マニ ュ ア ルで確認 し て お り ，
学生 も 教科書， マ ニ ュ ア ル両 方 を 勉強 し て い る 人が
63% で、マニ ュ ア ル し か み て い な い 学生がわ ず か 2 %
であ っ た 。 こ の こ と は， マ ニ ュ ア ル を 作 る こ と に よ
っ て 学生がマニ ュ ア ル し か 見 な い よ う な安直 な 勉強
す る の では ， と い う 危倶が幸 い に し て 当 た ら ず， 学
生 ・ 教官 と も マニ ュ ア ルの性格 を 理解 し て 利用 し て
い る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 今後のマニ ュ ア ル改訂，
継続に つ い て も 条件っ き にせ よ ， 教官で90%， 学生
は 100% 賛 成 と 受け 入れ ら れた 。 マニ ュ ア ル発刊後
司t
内科以 外の科か ら も 購入希望が あ っ た り ， 平 成 6 年
1 月 英 国医学協議会 （GMC ） 視 察 団 の 来学 の 際 に も
評価 さ れ た と の こ と で， こ れは 第 1 回 の作成委員 会
よ り 8 月 末の マニ ュ ア ル完成 ま で 多忙 の 中 短 時 間 の
内 に 担 当 部分 を ま と め ら れ た 各先生の尽 力 が報 い ら
れ た も の と 考 え ら れ喜は、 し い 。
平 成 5 年， 内科系 3 講座 と 和漢診療部が集 ま り ，
カ リ キ ュ ラ ム 変 更 に 伴 う 内科診断学実習 に つ い て 検
討 さ れ， い く つ か の新 し い 試 み がな さ れ た 。 こ れ ら
の こ と が そ れ ぞれ評価 さ れ， 改善 き れ， 今後実 り あ
る 実習教育 プ ロ グラ ム が 出 来て い く こ と を 期待 し た
し、 。
